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冬のごちそう！【日本各地のご当地鍋】と【厳選された日本酒】に舌鼓 

『酒処 鍋小屋 2023』 
人気の「ちょい呑みセット」はもちろん、昭和レトロな雰囲気で“日本の冬”を味わい尽くす！ 

＜ 2023 年 1 月 13 日（金）～1 月 29 日（日）※1 月 13 日（金）メディア内覧会を予定 ＞ 

 

  横浜赤レンガ倉庫では、2023 年 1 月 13 日（金）から 1 月 29 日（日）までの計 17 日間、日本各地の

ご当地鍋や地酒などが堪能できる冬の恒例イベント『酒処 鍋小屋 2023』を開催します。（今回で 7 回目の開催） 

『鍋小屋』は、寒さが厳しい季節に、横浜赤レンガ倉庫と海が見える開放的な空間で熱々の鍋を囲み、お客様同士の

交友を深めていただきたいという想いから生まれた冬のフードフェスティバルです。例年 20 万人以上の方に来場いただ

き、鍋と酒にとどまらない多彩なコンテンツを、老若男女あらゆる世代・それぞれのスタイルでお楽しみいただけます。  

 

 

 

 

 

 

冬のごちそう！【日本各地のご当地鍋】と【厳選された日本酒】という、至福の組み合わせに舌鼓 

寒い季節にぴったりな日本各地のご当地鍋を１杯サイズで、厳選された日本酒・おつまみとともにご堪能いただけます。ご
当地鍋は秋田の名産を贅沢に使用した「きりたんぽ鍋」など、各地域の食材による多彩な味覚を堪能できます。 
※その他のご当地鍋の情報については、12 月中旬頃に詳細情報の発表を予定しております。 

日本酒、ミニ鍋やおつまみ、オリジナルお猪口がついてくる、人気の「ちょい呑みセット」も数量限定で販売 

毎年好評の「ちょい呑みセット」、「ちょい呑み・ちょい鍋セット」を今年も販売します。オリジナルお猪口も付き、“様々な
地域の日本酒やお鍋をちょっとずつ・たくさん楽しみたい！”というご要望に応えた、欲張りでお得なセットです！ 

“赤提灯”に“懐メロ”と、まるで昭和にタイムスリップしたかのようなレトロな雰囲気に気分高まる！ 

“赤提灯”が並び“懐メロ”の流れる会場内は、まるで昭和にタイムスリップしたかのようなレトロな雰囲気。懐かしさを感じる
会場内をゆっくりと巡りながら、日本の冬を味わい尽くす贅沢な食べ歩き体験も、このイベントならではの楽しみです。 

｢いつ来ても変わらない、けれども、いつ来ても新しい｣をコンセプトに掲げる横浜赤レンガ倉庫は、どの世代の方にもお楽
しみいただける身も心も温まるコンテンツで、思い出に残る冬のゆったりとしたひと時をご提案します。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【『酒処 鍋小屋 2023』 概要】 

■期 間：2023 年 1 月 13 日（金）～ 1 月 29 日（日）計 17 日間 
※雨天決行。荒天時はイベント全体、もしくは一部エリアを休業することがあります。 

■時 間：平日/12:00～21:00  土日祝/11:00～21:00 ※ラストオーダー20:30 
■入 場 料：無料 ※飲食・物販代は別途 
■会 場：横浜赤レンガ倉庫イベント広場 特設テント（〒231-0001 神奈川県横浜市中区新港 1-1） 
■主 催：横浜赤レンガ倉庫（株式会社横浜赤レンガ/公益財団法人横浜市芸術文化振興財団） 
■WEB サイト：https://www.yokohama-akarenga.jp/brickjournal/detail/74 / 

※お客様に安心してイベントをお楽しみいただけるよう、新型コロナウイルス感染症予防と感染拡大防止のための取り組みを実施しています。  

 

 

 

＜会場イメージ ※過去開催の様子＞ 

（本リリースに記載されている内容は、変更になる可能性がございます。2022 年12 月中旬頃に詳細情報の発表を予定しております。） 
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横浜赤レンガ倉庫広報事務局（ピーアールコンビナート株式会社内）  

電話：03-3263-5621／FAX：03-3263-5623／Mail：yrb_pr@prk.co.jp 
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